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　　間二公正衡李且封等ノ原則二依リ自國内二在ル相手國々民ノ地位二
　　關シ協定センコトヲ希望シ之ガ交渉開始二鷹ズルノ用意アルコト勿
　　論ナリ
　　　康徳三年七月一日
　　　　　　　　　　　　外交部大臣　張　　燕　　卿
この聲明にもある如く、満洲國は外國人に封して恩惑的に治外
法椹的取扱をなしていたが、昭和十二年十一月五日を期して我
が國が治外法椹を撤塵したので、これ以上満洲國に於て外國人
に封して日本人に封する以上の待遇をなすことは不當なので、
同日附の國務総理大臣張景恵の聲明中に於て、本問題に鰯れて
日く「我國内に在る日本帝國以外の外國入の地位に關しては康
徳三年（昭和十一年）七月一日外交部大臣の聾明を以て帝國政府
の見解及び意圖を明確にして置きたる所なるが、帝國政府は此
の機會に於て前記外國人に封し恩恵的に許典しつ＼ある治外法
権的取扱は之を屡止す」と。而して同聲明はかくの如く事を明
確にしたる上「尤も帝國政府は是等外國人に封する法令の適用
其他の庭遇については努めて公正和協を旨とし其の正當なる権
利の保護に意を致すべきことは言を侯たざる所なも」と言明し
ている。かくて満洲國は強力なる我が國の援助の下に、敢然未
承認國に封して不卒等的取扱を腰止し、こ＼に濁立の文明國と
して當然有すべき卒等権に基く李等的地位を確保したのであ
る。
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（二）國 境
　満洲國建國後、國境間題は實に無数惹起しプ～。ノモンノ・ンを
中心とする外蒙との國境紛争は殆ど問噺なく績いた。その他の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンチヤヅ主なるものだけでも、昭和十二年六一七月の乾盆子島事件（封
ソヅィエト聯邦紛雫）、昭和十三年七一八月の張鼓峰事件（封ソ
ヅィエト聯邦紛雫）があう、昭和十四年五一九月には最大の紛
孚たるノモンノ・ン事件（封外蒙紛孚）が惹起した。
　乾盆子島事件は越境のソヅィエト兵と關東軍監覗隊との衝突
となつた尤め、満洲國外務局ようソヅィエト聯邦政府へ抗議が
あつた一方、モスコーに於ける重光大使とリトヅィノフ外務人
民委員との接衝に移され、結局ソヅィエト兵の撤退となつて一
慮解決した。
　張鼓峰事件は大規模なる満ソ國境紛争の最初のものであつ
て、これまた満ソ及び日ソ爾當局問の歎次の接衝の上、昭和十
三年八月十一日正午（ソ側澹海州時問）を期して戦闘行爲を停
止しv日ソ爾軍はソ側沿海州時問十一日午前零時現在の線を維
持することに關し、日ソ停戦協定が重光大使ヲトブィノフ外務
人民委員の聞に成立した。爾國々境を確定すべき國境劃定委員
會の設置が我方よら提案されたが（全面的な満ソ國境劃定委員
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會の設定及び國境紛雫庭理委員會の構成については昭和十一年
三月から有田外務大臣とユレネフ駐日ソ聯大使との問に協議を
重ねたが爾者の意見一致を見ず、ソ聯側の拒否によつて昭和十
二年五月中止のま＼となつていブ～）、ソヅィエト聯邦の同意を得
るに至らなかった。
　次のノモンハン事件は軍なる國境紛雫とは思われ戯位の戦闘
が行われた。同事件の経過は衆知の通りであるが、昭和十四年
九月九、十、十四、十五日の四同にわたる東郷大使、モ・トフ外
務人民委員との會談の結果、十五日に停戦協定が成立し、同月
十六日午前二時（日本時間午前八時）を期し日満軍及びソ蒙軍
は一切の軍事行動を停止すること、爾軍は九月十五日午後一時
（日本時問午後七時）この占め居る線に止ること等が約せられ、
更に最近紛雫のあつた地方の蒙古國民共和國及0ミ満洲國問國境
を明確ならしめる目的を以てソ蒙側代表者二名及び満洲側代表
者二名よう成る委員會を成るべく速に組織せらるべしとの合意
が成立し、同年十一月十九日満蒙國境問題に關する混合委員會
の設立が最終的に決定を見るに至つた。この委員會は十二月七
日よう二十五日まで八同にわたつてチタに開催（日本側委員久
保田ノソレピン総領事、満洲側委員縮山一二外務局外政庭長）、第
二次會談は昭和十五年一月七日よウ三十日までノソンピンにて開
催され、國境線の圖上確定に關する審議を行つた。この會談は
國境線に關して合意を見るに至らず、その確定は後日に譲つて、
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委員會を絡了し喪のである。その後、同委員會は業務を終止し
たま㌧でいたが、昭和十五年六月十一日双方互譲の結果、モス
コーに於ける東郷モ・トフ交渉で妥調を見るに至外ノモンハ
ン附近の圖上國境確定を解決せしめ、八月三日よめ現地國境確
定委員會が再びチタで開催せられ、六同の會談の後現地作業に
關する幾多の取極を決定し、昭和十五年九月九日から作業に着
手したが氣候の關係上年末に作業を中止し、昭和十六年五月二
十八日チタで再度委員會を開催して現地作業に關する技術的困
難を完全に除去し、六月二十七日よう作業を再開、八月十五日
完登に終了し、こ＼にノモンハン附近の國境標識の設置を完了
した。こ㌧に於て九月二十三日よレソγピンにて委員會を開催、
現地作業の成果に關する各種文書の作成に當鉱十月十五日満
蒙爾政府代表問に右諸文書の署名調印を了し、混合委員會の任
務を全く終了することになつた。
　一方帝國政府は満洲國政府と協議の上、満ソ、満蒙國境に於
ける國境紛雫を防止し、且これを卒和的に庭理するため國境確
定委員會及び紛雫防止及び庭理委員會を設置すべきことについ
てソ聯政府と協議が進められていたが、同政府もこれに同意を
表したので、これに關する條約案が昭和十四年十一月十五日野
村外務大臣ようスメタニン大使に提示し、モスコーに於ても東
郷大使よ卦モ・トフ外務人民委員にこれを傳達したが、同年十
二月三十日ロゾフスキー外務人民委員部次長は東郷大使に卦し
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ソ聯の意向として若干の修正拉びに追加を求めると共に大膿に
於いて日本案に同意を表して來たので、更に接衝がつ臆けられ
ることになつたが、その後この杢面的國境確定交渉の方は種々
の事情であまう進捗していないようである。
精 ??? n
結 語
　以上概観し來たつた如く、満洲國十年問の國際的登展は實に
顯著なるものがある。その問には英、米、中華民國の断えざる
歴迫と妨害が加之られたのであつて、建國問もない満洲國とし
て竜、またこれを育成助長する帝國としても決して生やさしい
ものではなかつた。しかも満洲國の建設に端を登した東亜新秩
序への歩みは、勢の赴くところ日支事鍵を脛て大東亜載雫の勃
登まで到來したのである。この時、既に建國十年を迎えた満洲
國は頼もしくも、東亜共同肚會の一構成員として、帝國と協力
して苦難を共にせんとしているのである。
（1）東亜共同証會の構成員としての活動
　満洲國の東亜共同肚會の構成員としての、最初の國際的行動
は、一日満關係は別として一一昭和十四年二月二十四日の防
共協定への加入であるが、更に東亜の諸國問の血盟として一暦
意義深きは昭和十五年十一月三十日の日満華共同宣言である。
この宣言によつて三國政府は「三國相互二其ノ本然ノ特質ヲ奪
重シ東亜二於テ道義二基ク新秩序ヲ建設スノyノ共同ノ理想ノ下
二善隣トシテ緊密二相提携シ以テ東亜二於ケノン恒久的李和ノ福
軸ヲ形成シ之ヲ核心トシテ世界全般ノ李和二貢獄センコトヲ希
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望シ…・相互二其ノ主権及領土ヲ奪重」し、「互恵ヲ基調トスノγ
三國問ノー般提携就中善隣友好、共同防共、経濟提携ノ實ヲ墨
グベク之ガ爲各般二亙り必要ナノンー切ノ手段ヲ講ズ」べきこと
を宣言しているのである。
　か＼る宣言は、形式にと思まらず、實行に於て具現されたの
である。
　即ち、昭和十六年七月、英米が不法にも我國に封する資金凍
結令を公布して、杢面的経濟噺交の措置に出で、これに封し我
國また已むを得ず報復手段を執るや、満洲國は日満一膿の本義
に基いて直ちに國内英米資金凍結を噺行しブ～。即ち、爲替管理
法に必要なる改正を加えると共に外國人取引取，締規則を公布
し、我國に封して不法措置を執つブ～一切の諸國に勤し報復を行
つブ～のである。更に我國が英米に封し戦を宣するや、帥日張國
務総理大臣は日満協力を聲明し、満洲國皇帝また詔書を御漢登
満洲國の赴くところを明示せられた。
（2）日満爾國皇室問の精紳的御結合關係
　日満關係はかくも一徳一心、不可分離の關係にあるが、この
由て來たる源泉は實に日満爾國皇室問の精淋的御結合關係に存
することを忘れてはならない。この關係は爾國皇室の不断の深
厚なる御交わうに現われてをることは勿論であるが、満洲國皇
帝が我國の紀元二千六百年御慶覗のため御來朝、・親しく我國
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天皇陛下と御親交を深めさせられて御蹄國の後、昭和十五年七
月十五日詔書を漢登せられて建國紳廟を立て天照大紳を奉祀せ
られることを宣布せられ．組織法の改正を断行せられたのであ
る。即ちその詔書中に「股　日本天皇陛下精神一膿ノ如シ、友
邦トー徳一心以テ爾國永久ノ基礎ヲ奥定シ東方道徳ノ眞義ヲ登
揚スベシ」と宣示せられた。更に昭和十六年十二月八日の大東
亜戦雫勃登に際しての詔書中にも「膜　日本天皇陛下ト精紳一
盤ノ如ク爾衆庶亦其臣民ト戚ナー徳ノ心ヲ有チ夙二不可分離ノ
關係ヲ以テ固ク共同防衛ノ議ヲ結ブ死生存亡断ジプ分捲セズ・・
・・」と述べられている。
（3）日満爾國國民の精紳的結合
　日満爾國の關係は以上の如く上皇室の精紳的御結合に墓くこ
．とは勿論であるが、もし許されるならば、日本人の満洲に封す
る國民的戚情に基く精紳的結合をも認めプ～い。我國民が大義名
分に即して、領土的野心を全く抱くことなく、満洲國の建國に
鑑力し、その育成に獄身する心底には、いつわうない二つの氣
持が存していると、思う。その一つは日露の役に我々の父租が算
き血を流しブ～満洲の土を、我が帝國に無禮なる反抗を行う不逞
の輩をして支配せしめたくないという氣持である。我國の人口
問題解決のための封象として、原料資源確保の手段として考え
たことも勿論あうはあつたであろうが、國民がひとしく心をい
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ためたのは張一族の封日態度であつたと思う。われわれ日本の
國民がながく聞き傳える民謡軍歌のなかに唱われている満洲
が、五族協和の王道樂土として、我國と永久的な結合を途げた
ことは、奪き人桂となつて赤き夕陽に照らされつ＼満洲の膿野
に睡つた父租の露を如何ばかうなぐさめ、且またその子孫をし
て如何ばかわ安堵せしめたか。張學張の満洲拉行線の企劃にや
る方なき憤愚を謙譲なる抗議で胸に牧めた我が國艮、リットン
卿が頭から侵略の事實を断定して調査に來た時、最後の腕力を
郷楡にまぎらわせた我が國民、それが今や大東亜戦孚に英米を
相手として、過去一切の宿題を一墨に解決せんと戦つているの
である。この我々の世界史的行動の第一頁第一行第一字が實に
満洲國の建設にあつたという自畳、これが我々のもつ第二の氣
持ではなかろうか。それ故にこそ、満洲國は東亜新秩序建設の
試金石でもあるわけであつて、今後の我國の封満政策こそ、上
に述べた我國民の眞の感情に登する熱と力とを以て、完全に途
行させねばならないのである。
　　（昭和十七年二月十五日シンガポール陥落の報を聞きつつ）
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追 補
　本稿の脱稿後、今日までの約牛歳のうちに、満洲國に起つた事柄から、本稿に
關係あるものを拾い上げて見ることにした・（昭和十七年七月一日）
（一）外交機構
外交部の復活　満洲國政府はさきに外交機關を國務総理大臣の直轄と
　　したが、昭和十七年四月二十日の勅令第百十五號をもつて外交部の
　　設置を公布、即日實施した。さきの外交部駿止は一つの試みとして
　　は意義はあつたであろうが、凋立國として存在する以上、その外交
　　事務の複雑化に件v・、今同の復活は當然の措置と言うべきである。
　満タイ公使交換　満タイ爾國は公使交換の準備中であるが・満洲國側
　　は鄭禺（現奉天市長）を、タイ國側はヴイラヨーダを公使に任命す
　　ることに決しているo
（二）　日満協力
　日満二重課税防止　二重課税の防止については諸外國間に於ては概ね
　　條約によつて取極めを行つてv・るが、日満間では・司法共助等と同
　　じく爾國の法令の制定によつてその目的を達することが出來た。即
　　ち、日本側は昭和十七年四月三十日附勅令（朝鮮は五月五日附府令）、
　　滴洲國側は同五月二十六日附勅令を以て「所得税等の満日二重課税
　　防止に關する件」を公布（同日附経濟部令を以て施行細則公布）し
　　た。
　在満米英外交官の逸還　元來満洲國は米英等の承認を受けてをらぬか
　　ら、外交官は同國に存在しない筈であるが、本稿にもある如く、満
　　洲國は彼等に封し撤退を要求する如き強力的な措置を講じなかつた
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　　ため、若干の領事館員が存在していたのであるが、大東亜職孚の勃
　　焚後交職國間に交渉中の外交官交換が實現する機會に、これら外交
　　官及び若干の民間引揚希望者は日本に逡致し、日本在佳の引揚者と
　　合してアフリカの引揚地に逸還することになつた・
（三）條　　　約
満猫経濟關係存績のための協定　康徳五年九月十四日に締結せられ・
　　爾來屡次延長された爾國間の貿易及び支沸に關する協定の有敷期限
　　は昭和十六年十月三十一日に満了したので、その後交渉中のところ・
　　昭和十七年三月七日新協定が署名調印せられた。
（四）外　國　人
外國人土地法の制定　昭和十七年二月十日の勅令第六號で外國人土地
　　法が公布せられ、同時に土地租権整理法、土地法施行令等が公布さ
　　れた○
（五）　國交の親善張化
　目満間　満洲國政府は建國十周年を迎えて、我が國に謝恩特派大使と
　　して、張國務総理大臣を派遣することとなり、同大使は三月十七日
　　天皇陛下に謁見仰付けられ、満洲國皇帝の親書を捧呈した。これに
　　甥し　天皇陛下は慶祝の意を表せらる～ため、高松宮殿下を満洲國
　　に御差遣遊ばされることとなり、同殿下は五月二十九日満濁國皇帝
　　と御會見、御慶醍の御就詞を述べさせられた。この爾國皇室間の御
　　親善を見るにつけ、さきに満洲國皇帝御即位に際しての御名代秩父
　　宮殿下の御訪満（昭和九年六月）及び満洲國皇帝の御來訪（昭和十
　　年）を想起せざるを得ない。かくて、満洲國皇帝は建國十周年に際
　　して詔書を漢焚せられたが、そのうちに於v・て、
　　　　　我國肇興ヨリ以來蝕二十載ヲ歴仰テ
　　　　天照大瀞ノ淋麻
　　　　天皇陛下ノ保佑二頼リ國本准神ノ道二奥マリ政教四海ノ民二明
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　　　　カニ
　　　崇本敬姶ノ典萬世維レ奪ク
　　　奉天承蓮ノ詐統ヲ無窮二垂ル
　　　（中略）
　　　爾有司衆庶・…
　　　親邦ノ天業ヲ奉翼シ以テ
　　　報本ノ至誠ヲ議シカヲ國本ノ培養二努メ瀞人合…ノ綱紀ヲ振張
　　　　シ以テ建國ノ明命二奉答スベシ
　　と述べられてv・る。以て日満間の國交の本質を理解すべぎであ
　　る○
満華間　満洲國中華民國は 日満華共同宣言以來着々とその國交を調整
　し來たつたが、昭和十七年五月七日、注主席は新京に到着、八日満
　洲國皇帝と會見した。これに劃し満洲國皇帝は答禮使として張國務
　総理大臣を南京に派遣せられ、同大臣は六月九臼注主席に接見した。
　この滅華交数は大束亜共榮圏の確立のため、蓋しその意義の重大な
　るものが存するというべきである。
